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一
開
会
ま
で
一九八三年一一月一七日（木）から一九日（士）までの一一一日間、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
、
第
六
Ⅲ
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
Ⅲ
催
さ
れ
、
今
回
も
組
織
委
員
会
（
委
員
長
江
口
朴
郎
氏
）
の
事
務
局
長
と
し
て
、
こ
（１）
れ
に
参
加
し
た
。
前
々
回
に
ひ
き
つ
づ
き
、
機
会
を
与
贈
え
ら
れ
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
り
立
ち
等
に
つ
い
て
は
、
註
（
１
）
の
文
に
も
書
い
た
し
、
一
九
八
一
年
一
二
月
五
日
・
六
日
の
両
日
、
法
政
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
五
何
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
、
別
の
機
会
に
書
い
（２）
た
の
で
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
第
六
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
は
、
一
九
八
二
年
の
四
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
五
月
二
日
の
委
員
会
で
、
日
本
側
と
し
て
次
の
四
テ
ー
マ
を
提
案
す
ることを決定した。
川
日
本
人
は
ロ
シ
ア
を
ど
う
見
て
い
た
か
、
ロ
シ
ア
人
は
日
本
を
ど
う
見
て
い
た
か
（
一
八
仙
紀
か
ら
現
在
ま
で
）
。
第
六
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
（
倉
持
）
《
学
界
動
向
》
第
六
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
②
一
八
六
○
年
代
’
八
○
年
代
に
お
け
る
日
砺
両
国
の
解
放
運
動
と
そ
の思想。
側
社
会
主
義
と
ナ
シ
Ⅳ
ナ
リ
ズ
ム
側
一
九
仙
紀
後
半
に
お
け
る
中
東
こ
の
四
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
が
、
こ
れ
を
五
月
末
に
ソ
連
側
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
ソ
連
側
（
国
際
歴
史
学
会
議
ソ
連
国
内
委
員
会
）
か
ら
一
○
月
二
二
日
付
で
返
事
が
き
た
。
側
に
つ
い
て
は
「
重
要
か
つ
興
味
あ
る
テ
ー
マ
だ
と
思
う
」
、
③
に
つ
い
て
は
「
社
会
主
義
と
氏
族
解
放
運
動
と
い
う
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
た
ら
よ
い
の
で
は
」
と
い
う
こ
と
で
、
側
と
凶
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
く
、
「
ソ
連
側
と
し
て
は
『
日
本
、
厨
シ
ァ
お
よ
び
東
欧
に
お
け
る
街
本
主
義
の
発
生
ｌ
比
較
史
的
分
析
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
提
案
す
る
」
と
連
絡
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
二
月
二
五
日
に
委
員
会
を
開
き
、
テ
ー
マ
の
選
定
は
開
催
国
が
行
な
う
と
い
う
従
来
の
慣
行
に
従
い
、
今
回
は
ソ
連
側
の
意
向
を
騨
敢
し
て
「
一
八
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
人
の
ロ
シ
ア
観
、
ロ
シ
ア
人
の
日
本鶴」、「日本・ロシアおよび東欧における資本主義の発生」の二
倉
持
俊
一九七
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テーマで実施するよう再提案し、結局これに決まったのである。
ま
た
ソ
連
側
（
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
）
の
招
待
五
人
と
い
う
枠
の
な
か
で
、
報
告
者
と
し
て
第
一
テ
ー
マ
に
外
川
継
男
（
北
海
道
大
学
）
、
中
村
喜
和
（
一
橋
大
学
）
、
和
田
春
樹
（
東
京
大
学
）
、
第
二
テ
ー
マ
に
中
村
政
則
（
一
橋
大
学
）
、
南
塚
信
吾
（
千
葉
大
学
）
の
五
氏
を
選
ん
で
交
渉
を
は
じ
め
た
。
五
氏
は
報
告
者
と
な
る
こ
と
を
承
諾
さ
れ
、
五
氏
を
ふ
く
め
た
一
九
八三年一一一月一○日の委員会と七月一日の委員会で、報告のタイト
ル
は
次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。
外
川
継
男
「
日
本
人
の
ロ
シ
ア
槻
ｌ
内
村
鑑
三
の
場
合
」
中村喜和「詩人石川啄木のロシア観」
和
田
春
樹
「
日
本
人
の
ロ
シ
ァ
ー
イ
↑
ジ
ー
圭
敵
、
と
も
に
苦
しむもの」
中
村
政
則
「
開
港
と
日
本
資
本
主
義
の
形
成
」
南
塚
信
吾
「
一
八
四
八
年
以
前
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
産
業
資
本
主
義
発生の特質」
「招待」といっても、ソ連側から提供されるのは八日間の滞在
識
だ
け
で
、
最
大
の
負
担
と
な
る
モ
ス
ク
ワ
ま
で
の
往
復
の
旅
費
は
自
己
負
担
で
あ
り
、
委
員
会
と
し
て
は
心
苦
し
い
依
頼
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
五
氏
と
もに快諾され、最適の報告者がえられたのであった。そして報告
者
以
外
の
参
加
（
全
費
用
自
己
負
担
）
に
つ
い
て
は
、
江
口
委
員
長
が
健
康
上
の
理
由
で
不
参
加
を
表
明
さ
れ
、
他
の
何
人
か
の
方
含
も
都
合
が
わ
る
く、藤原彰氏（一橋大学・代表団団長）と私だけが参加すること
になった。
報告者は、英文で報告論文を八月末までに提出することになっ
法
政
史
学
第
三
十
六
号
ていたが、九月一○日までに四論文が到着していた。ソ連側から
も
一
○
月
三
日
ま
で
に
、
私
の
手
も
と
に
全
報
告
論
文
八
本
が
次
々
に
到
着
し
て
い
た
。
こ
の
日
ソ
両
国
の
論
文
の
仕
上
り
の
早
さ
は
、
い
ま
ま
で
に
ふ
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
回
ま
で
は
、
き
め
ら
れ
た
期
日
に
間
に
あ
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
い
く
つ
か
の
論
文
は
、
相
手
国
に
着
い
て
か
ら
交
換
す
る
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
側
の
報
告
者
（
・
印
は
女
性
）
と
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ァ１・アー・トルストグーゾフ（東洋学研究所）
「
日
本
封
建
制
の
時
代
区
分
に
関
す
る
ソ
連
の
研
究
」
アー・ァ１．プレオブラジェーンスキイ（ソ連史研究所）
「
最
初
の
ロ
シ
ア
使
節
の
糸
た
日
本
人
」
ア１．イェー・ジューコフ（東洋学研究所）
「
ソ
連
研
究
者
の
著
作
に
お
け
る
第
二
次
大
戦
期
（
一
九
三
七
’
四
五年）の日本史」
イ
ー
・
ア
ー
・
ラ
ト
ゥ
イ
シ
ェ
フ
（
東
洋
学
研
究
所
日
本
部
長
）
「ソ連研究者の著作における日本戦後史の争点」
・
イ
ー
・
ア
ー
・
ヤ
コ
パ
シ
ヴ
ィ
ー
リ
（
東
洋
学
研
究
所
）
「
ソ
連
史
家
の
著
作
に
お
け
る
日
ソ
関
係
史
の
諸
問
題
」
（
以
上
第
一
テ
ー
ご
ヴ
ェ
ー
・
ヤ
ー
・
ラ
ヴ
エ
ル
ィ
チ
ェ
フ
（
ソ
連
史
研
究
所
）
「農奴解放後の専制と経済生活」
・エヌ・エフ・レシチェンコ（東洋学研究所）
「
明
治
維
新
と
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
生
に
関
す
る
ソ
連
の
研究」
九
八
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こ
こ
で
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
まず「資本主義の発生」というテーマは、第五回のテーマ「ヨ
ーロッ。〈の絶対主義」に関する、ソ連史学界の主流派的見解の立
場から、「ヨーロッ。（の絶対主義」をひきつづいて更に論じてい
こうという姿勢のあらわれとも考えられた。即ち註（２）の拙稿
でも指摘したように、前回のソ連側報告者の一人、アー・・ヘー・
ノ
ヴ
ォ
セ
ー
リ
シ
ェ
フ
は
、
そ
の
論
文
の
末
尾
で
「
ロ
シ
ア
の
絶
対
主
義
と
いう複雑な問題は、以下の諸条件がととのったときに、はじめて
解決されるであろう」として、四つの条件のなかの第一条件に
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
的
構
成
体
の
発
生
と
い
う
問
題
が
最
終
的
に
明
確
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
」
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
各
国
の
絶
対
主
義
を
、
近
代
世
界
「
シ
ス
テ
ム
」
と
の
関
係
、
世
界
史
的
関
連
に
お
い
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ｌ
ソ
連
に
も
み
ら
れ
る
ｌ
新
し
い
傾
向
に
対
し
て
、
「
古
典
的
」
な
、
｜
国
内
の
地
主
と
ブ
ルジョワジーの階級的「均衡」論から究明していこうとする立場
、
、
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
、
今
回
の
「
資
本
主
義
の
発
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
二
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、
ソ
連
が
重
視
し
て
い
た
の
は
、
第
一
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
前
回
ま
で
も
両
国
の
関
係
を
扱
っ
た
テ
ー
マ
が
比
アー・ニス・チストズヴォ１ノブ（世界史研究所）
「
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
笹
本
主
義
発
生
の
特
質
」
第
六
回
Ⅱ
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
（
倉
持
）
ニ
テ
ー
マ
と
報
告
に
つ
い
て
較的多かった。第一回の三テーマを別にして、あとの四回は一一つ
の
テ
ー
マ
で
実
施
し
て
き
た
の
で
、
い
ま
ま
で
に
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
全
部
で
二
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
直
接
両
国
の
関
係
を
扱
っ
た
も
の
だ
け
で
も三つある。第一回（一九七一一一年）の「ロシア十月革命と日本の
社会運動」、第三回（一九七七年）の「極東シベリアにおける内
戦と干渉戦（一九一八’二五年）」、第四回（一九七九年）の「世
界史のなかの日露戦争」である。
つ
ま
り
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
日
露
戦
争
、
ロ
シ
ア
革
命
、
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵」という、二○肚紀の両国関係史のなかの一一一大事件が、両国民
の
相
互
認
識
に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味
を
も
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
、
前
回
ま
で
の
総
括
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
事
実
、
「
一
八
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ー
ン
ス
キ
イ氏の報告だけで、三大事件、とくに日露戦争が両国の相互認識
に
と
っ
て
、
如
何
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
各
報
告（とくに日本側の一一一報告）によって痛感させられたのである。
第
一
テ
ー
マ
に
つ
い
て
次
に
気
が
つ
く
こ
と
は
、
ソ
連
側
と
日
本
側
で
こ
の
テ
ー
マ
の
理
解
の
仕
力
が
対
照
的
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
側
の
外
川、中村両氏の論文はもちろん、和田氏の論文も、文字どおり日
本
人
の
ロ
シ
ア
観
、
つ
ま
り
個
人
も
し
く
は
複
数
の
日
本
人
が
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
そ
れ
が
ど
う
変
っ
た
か
を
取
り
上
げ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ソ
連
側
の
論
文
は
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ー
ン
ス
キ
イ
氏
を
例
外
と
し
て
、
す
べ
て
、
い
わ
ば
研
究
史
の
紹
介
、
分
析
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
そ
れ
は
ソ
連
の
歴
史
家
が
日
本
を
ど
う
見
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
九
九
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今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
印
象
に
の
こ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
ソ
連
側
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
組
織
、
運
営
に
つ
い
て
、
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
今
川
の
会
議
に
、
東
洋
学
研
究
所
を
中
心
に
し
て
、
世
界
史
研
究
所
・
ソ
述
史
研
究
所
・
極
東
研
究
所
な
ど
多
く
の
研
究
機
関
か
ら
の
参
加
者
が
あ
り
、
モ
ス
ク
ワ
・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
研
究
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ソ
連
の
学
界
事
情
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
前
々
回
（
一
九
七
九
年
）
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
終
っ
た
翌
日
わ
れ
わ
れ
代
表
団
が
訪
れ
た
極
東
研
究
所
で
も
、
数
日
後
に
訪
れ
た
ソ
連
史
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部
で
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
知
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
会
議
が
あ
っ
て
日
本
か
ら
研
究
者
が
来
て
い
る
の
な
ら
是
非
出
席
し
た
か
っ
た
、
と
い
う
趣
胃
の
発
言
が
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。
今
回
は
モ
ス
に
も
な
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
ソ
連
人
の
日
本
観
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
側
の
理
解
と
は
著
し
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
違
い
は
、
研
究
打
ち
合
せ
会
の
席
上
で
、
中
村
喜
和
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
際
会
議
と
い
っ
た
公
的
な
場
に
お
け
る
日
ソ
両
国
の
歴
史
家
の
姿
勢
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
日
本
の
歴
史
家
は
、
た
と
え
国
際
会
議
で
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
個
人
と
し
て
自
分
の
研
究
成
果
を
発
表
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ソ
連
の
歴
史
家
は
、
ソ
連
の
歴
史
学
界
を
代
表
し
て
発
表
し
、
学
界
に
対
し
て
責
任
を
お
う
と
い
う
意
識
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
政
史
学
節
三
十
六
号
三
会
議
の
運
営
クワから多数の参加者があり、極東研究所のデー・ヴェー・ペト
ロ
フ
な
ど
、
会
議
で
主
導
的
な
発
言
を
行
な
っ
て
い
た
。
ま
た
会
議
の
進
行
そ
の
も
の
に
も
、
今
ま
で
に
な
い
工
夫
が
ふ
ら
れ
た
。
即ち一一一日間（三日間の会期というのも、従来はほとんど一一日であ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
ｎ
体
熱
意
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
の
だ
が
）
の
会
の
一日Ⅲの午前と一一一日Ⅱの午後を全体会とするほかは、二つのテー
マ
ご
と
の
分
科
会
に
わ
け
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
分
科
会
制
が
と
ら
れ
た
の
は
今
川
が
初
め
て
で
あ
り
、
出
席
者
の
多
い
ソ
連
側
は
と
も
か
く
、
七
人
し
か
い
な
い
日
本
側
に
は
具
合
が
わ
る
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
が
、
双
方
あ
わ
せ
て
二
一
一
本
と
い
う
報
告
数
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
方
法
が
よ
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
三
の
報
告
が
行
な
わ
れ
る
日
時
、
川
番
は
、
モ
ス
ク
ワ
到
着
時
に
わ
た
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
明
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
会
繊
が
は
じ
ま
っ
て
、
全
体
会
で
中
村
政
則
、
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
両
氏
の
報
告
が
終
っ
た
と
き
、
、
ヘ
ト
ロ
フ
氏
が
議
事
進
行
に
つ
い
て
発
言
を
求
め
、
原
案
を
修
正
し
て
分
科
会
を
や
め
、
す
べ
て
の
報
告
を
全
体
会
で
行
な
う
よ
う
に
と
提
案
し
た
（
原
案
は
実
質
的
に
東
洋
学
研
究
所
の
意
向
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
交
換
が
あ
り
、
結
川
、
分
科
会
は
二
日
目
だ
け
で
、
一
日
目
と
三
日
月
は
す
べ
て
全
体
会
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
日
目
の
午
後
は
、
す
で
に
な
さ
れ
た
二
報
告
を
め
ぐ
る
討
論
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
三
日
月
の
全
体
会
で
、
ど
の
報
告
を
行
な
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
比
較
的
広
い
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
ヤ
コ
ペ
シ
ヴ
ィ
ー
リ
・
和
田
両
氏
の
報
告
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
二
日
目
の
分
科
会
で
は
、
私
は
第
一
テ
ー
マ
の
会
の
議
長
を
つ
と
め
た
一○○
Hosei University Repository
（午前の糸、午後は外川氏）。出席者は、ソ連側が報告者をふく
めて十数人、通訳二人、日本側は報告者の外川、中村喜和両氏の
ほか藤原氏と私であった。小ぢんまりとした雰囲気で、かなり細
かい議論が可能であった。
報告は外川、ジューコフ（以上午前）、トルストグーゾフ、中
村喜和、プレオブラジェーンスキイ（以上午後）の各氏の順で行
なわれ、それぞれの報告に続いて討論がなされた。日本側の二人
とプレオブラジェーンスキイ氏の報告は、内村鑑三、而川啄木、
ア
ダ
ム
Ⅱ
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
に
関
す
る
詳
細
な
報
告
で
、
報
告
の
内
容
を
深
め
る活発な質疑応答があったが、特に意見が対立することはなかっ
たように思う。ジューコフ氏の報告については、藤原、ラトゥィ
シ
ェ
フ
両
氏
が
、
報
告
の
一
部
に
つ
い
て
批
判
的
意
見
を
の
べ
、
と
く
に
日
ソ中立条約については日ソ双方で研究を深める必要があることが
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
ト
ル
ス
ト
グ
ー
ゾ
フ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
藤
原
氏
と
私
が
発
言
し
た
が
、
ソ
連
側
の
出
席
者
を
ふ
く
め
て
日
本
中
世
史
の
専
川
家
が不在で、綿密な報告をした同氏には気の毒であった。
第
二
テ
ー
マ
の
分
科
会
で
は
、
南
塚
（
午
前
）
、
中
村
政
則
（
午
後
）
向
氏
を
議
長
と
し
て
（
日
本
側
か
ら
は
、
ほ
か
に
和
田
氏
が
出
席
）
、
ラ
ヴ
ェ
ルィチヱズレシチェンコ（以上午前）、南塚、チストズヴォーノ
フ（以上午後）の各氏の順で報告がなされたが、南塚、チストズ
ヴ
ォ
ー
ノ
フ
両
氏
の
報
告
は
、
ト
ル
ス
ト
グ
ー
ゾ
フ
氏
の
場
合
と
同
様
、
他
に
専
門
家
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
討
論
は
も
っ
ぱ
ら
、
中
村
、
レ
シ
チ
ェ
ン
コ
、
ラ
ヴ
エ
ル
ィ
チ
ェ
フ
三
氏
の
報
告
を
め
ぐ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
の
こ
と
であった。
第
六
回
Ⅱ
ソ
雁
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
（
倉
持
）
以
上
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
、
討
論
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
ぬ
う
ち
に、いえられた紙幅がつきてしまったが、一三の論文について一
つ
一
つ
紹
介
す
る
の
は
、
私
の
能
力
か
ら
い
っ
て
困
難
で
も
あ
る
し
、
長
く
な
り
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
全
体
的
な
印
象
を
記
す
だ
け
で
お
許
し
願
い
た
い
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
も
註
（
３
）
の
和
田
氏
の
文
章
に
、
か
な
り
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
雨
複
し
な
い
よ
う
に
私
見
を
述
べ
て
ゑ
た
い
。
まず註（１）の拙文で指摘した「ソヴェト愛国主義」的な傾向
が
、
依
然
と
し
て
ソ
池
の
歴
史
家
の
主
張
の
な
か
に
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
反
発
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ト
ゥ
イ
シ
ェ
フ
、
ヤ
コ
パ
シ
ヴ
ィ
リ
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
な
ど
の
報
告
に
は
、
扱
っ
て
い
る
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、
と
く
に
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
。
私
も
懇
親
会
の
席
な
ど
で
、
く
り
か
え
し
「
ソ
連
の
歴
史
家
が
、
一
九
一
七
年
の
革
命
後
の
ソ
連
政
府
の
外交政雛を弁識し、その正当性を主張することについては、賛成
は
で
き
な
い
に
し
て
も
理
解
は
で
き
る
。
し
か
し
革
命
前
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
外交政籏までをも、つねに平和的、友好的であったと主張するの
三日目は、ラトゥイシェフ、藤原の両氏と私が議長となり、和
田、ヤコ．ヘシヴィーリ両氏の報告に続いて活発な討論が行なわれ
た
。
と
く
に
ヤ
ュ
ハ
シ
ヴ
ィ
ー
リ
氏
に
対
す
る
藤
原
、
外
川
両
氏
の
反
論
は
（３）
具
体
的
で
厳
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
二
日
目
の
二
つ
の
分
科
会
の
報
告
と
討
論
について、それぞれ。ヘトロフ氏と私が報告し、最後に両国を代表
し
て
藤
原
氏
と
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
氏
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
て
散
会
し
た
。
四
二
、
三
の
感
想
一
○￣
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は
、
理
解
を
こ
え
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
た
趣
旨
を
述
べ
た
が
、
納
得
の
い
く
返
事
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
と
き
、
酒
の
勢
い
で
「
ソ
連
は
、
い
ま
や
ア
メ
リ
カ
と
肩
を
な
ら
べ
る超大国なのだから、遠い過去の外交上の誤りなど、率直に認め
た
ら
よ
い
の
に
。
も
っ
と
自
信
を
も
ち
な
さ
い
よ
」
と
言
っ
た
と
き
、
相
手
は直接これに答えず、こう言った。「日本だって、いまや一流の
経
済
超
大
国
な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
自
信
を
も
ち
な
さ
い
よ
。
な
ぜ
、
ま
る
で
弱
小
国
の
よ
う
に
無
抵
抗
に
レ
ー
ガ
ン
の
言
う
な
り
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。
」
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
と
個
人
的
に
話
し
て
い
る
と
き
に
は
、
彼
ら
も
や
は
り
外
交
上
の
誤
り
を
、
そ
れ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
は
し
て
い
な
い
と
い
う
心
証
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
愛
国
主
義
」
は
、
も
ち
ろ
ん
ソ
連
だ
け
に
衆
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
を
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
の
「
西
側
」
の
国
家
の
問
題
で
も
あ
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、
前
回
同
様
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
や
は
り
是
非
述
べ
て
お
か
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
日
、
、
、
本
の
歴
史
家
が
ロ
シ
ア
Ⅱ
ソ
連
史
を
研
究
し
て
い
る
ほ
ど
に
は
、
ソ
連
の
歴
、
、
史
家
は
日
本
史
を
研
究
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
外
国
人
が
日
本
語
を
習
得
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
語
文
献
の
消
化
と
い
う
点
で
、
ソ
連
の
日
本
史
研
究
者
は
、
日
本
人
の
ロ
シ
ア
史
研
究
者
の
ロ
シ
ア
語
文
献
の
消
化
に
く
ら
べ
て
、
か
な
り
劣
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
信
じ
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
間
で
は
、
日
本
で
最
大
の
発
行
部
数
を
も
つ
『
歴
史
学
研
究』（青木書店）さえ、あまり読まれていないのであった。
法
政
史
学
第
三
十
六
号
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
な
ど
に
く
ら
べ
て
、
か
な
り
水
準
が
低
い
と
い
え
るように思われる。しかし歴史以外の分野、たとえば文学の研究
で
は
、
『
平
家
物
語
』
と
か
石
川
啄
木
の
研
究
で
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
概
に
き
め
つ
け
る
の
も
誤
り
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い。最
後
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
と
も
関
係
す
る
こ
と
な
の
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
な
れ
て
、
現
在
の
ソ
連
市
民
の
日
本
観
、
日
本
人
の
ソ
連
観
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
ソ
連
嫌
い
が
圧
倒
的
に
多
い
日
本
人
に
と
っ
て
は
意
外
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
の
ソ
連
市
民
は
親
日
的
で
、
日
本
人
に
対
し
て
非
常
に
友
好
的
で
ある。その第一の理由は、資本主義国にあっては、「政府」と「人》
民
」
は
別
で
あ
る
ｌ
む
し
ろ
敵
対
関
係
に
あ
る
Ｉ
と
い
う
彼
ら
の
国
家
（４）
観
に
あ
る
と
い
し
え
よ
う
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
集
っ
た
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
会
議
後
に
旅
行
し
た
キ
ー
エ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
、
ヤ
ル
タ
な
ど
、
ど
こ
へ
行
っ
ても市民は好意的であった。彼らが日本について思いうかべる一一一戸
蟻は「高度の工業技術」、「ゆたかな国」、「美しい国士」、そして
「
ヒ
ロ
シ
ご
で
あ
っ
た
。
、
、
、
ま陰えに、日本の歴史家がロシアⅡソ連史を……と書いたが、｜
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
般
の
市
民
が
現
在
の
相
手
国
を
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
結
論
は
逆
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
は
昨
年
「
日
本
人
は
、
政
治
・
軍
事
面
以
外
の
ソ
連
を
余
り
に
（５）
屯知らなすぎる」ことを指摘し、近年とくに高まったソ連に対す．
る嫌悪感が、必ずしもすべて正確な知識や妥当な判断にもとづく
も
の
で
な
く
、
ム
ー
ド
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
平
均
的
日
本
人
の
外国認識の砿要な源泉と考えられる高校の世界史の教科書の記述
○
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、
、
が、西ヨーロッ・〈中心主義に傾いており、いかにソ連にとって歪
（Ａｕ）
められた土）のであるかということについて書いた。
我
田
引
水
に
な
る
が
、
私
の
考
え
は
、
外
川
氏
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
でのべた次の点と重なりあうように思われる。
外川氏の主張は次のようなことであった。日本人のロシアⅡソ
連観は、ロシアⅡソ連と敵対関係にあり、日露両国の接近を胡ま
たい第三国のロシアⅡソ連観によって、つねに強い影響をうけて
きた（一八世紀から一九世紀半ばまでのオランダ、一九世紀半ば
から二○世紀初頭のイギリス、第二次世界大戦末期以後のアメリ
カ）。内村鑑三のロシア観Ｊも、はじめ、彼の読破したイギリス人
の書いた書物の影響をうけており、のちに彼Ｊもそのことを自覚す
るようになる。即ち、日露戦争後、内村は自分のロシア認識が誤
っていたこと知り、その原因が「露国年来の敵」であるイギリス
の「偏見曲想を接取した」ことにあると考え、直接ロシアを知ら
ねばならぬと主張するに至ったというのである。
この外川氏の指摘は、日本人のソ連観という今日的な問題につ
いて、きわめて示唆にとむＪものというべきであろう。
註
（１）一九七九年の第四回日ソ歴史学シンポジウムについて、
『法政史学』第三二号（一九八○年四月）に、拙稿「ソ
「
連
史
学
界
に
お
け
る
日
露
戦
争
－
－
－
第
四
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
－
－
１
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（２）ヨョーロッ・〈の絶対主義』特集にあたって」、『史潮』新
一三号（一九八一一一年一○月、弘文堂）。なお第五回のシ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
高
田
和
夫
「
第
五
回
日
ソ
歴
史
学
シ
第
六
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
（
倉
持
）
付
記近く、中村政則氏と分担執筆で、このシンポジウムの報告と討齊
論の要旨を、『歴史学研究』に掲載することになった。また報告
の全文と討論の要旨は、彩流社から単行本として刊行される予定
である。
なお、シンポジウム参加のために、旅費の一部を支給してくれ
た法政大学に感謝する。
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
」
、
『
歴
史
学
研
究
』
第
五
○
四
号
二
九
八
二
年
五
月
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
３
）
和
田
春
樹
「
日
本
人
の
ロ
シ
ア
観
、
ロ
シ
ア
人
の
日
本
観
」
、
『
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）
』
一
九
八
一
一
一
年
一
二
月
一
四
日
を
参
照
さ
れ
た
い。
（
４
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
宇
多
文
雄
「
ソ
連
人
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
はなぜ悪くないか」、『中央公論』一九八三年四月号が示
唆
的
で
あ
る
。
（
５
）
「
ソ
連
社
会
を
ど
う
見
る
か
」
、
『
歴
史
地
理
教
育
』
第
三
五
五
号
（
一
九
八
三
年
八
月
号
）
（
６
）
「
口
本
人
の
ロ
シ
ア
・
ソ
連
認
識
Ｉ
世
界
史
教
科
書
の
な
か
の
鰍
シ
ァ
革
命
ｌ
」
・
倉
持
編
『
等
身
大
の
ソ
連
』
（
一
九
八
三
年
、
有
斐
閣
選
書
）
○
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